
議 事 事 項
上下水道事業経営審議会
令和６年 1 1月１３日盛岡市上下水道ビジョン2045の策定について

Morioka

１ 趣旨（水道P1、下水P1）

現経営戦略である「第三次盛岡市水道事業基本計画～もりおか水道ビ
ジョン～ 」及び「盛岡市下水道事業中長期経営計画」（ともに平成27年
度～令和６年度）に続く計画として、令和７年度を初年度とした「盛岡市
水道ビジョン2045」及び「盛岡市下水道ビジョン2045」を策定し、今後の
事業運営の方向性を示すとともに、現行の水道料金及び下水道使用料等の
妥当性を検討する。

なお、下水道事業は、令和６年４月１日から企業会計へ移行した農業集

落排水事業及び公設浄化槽事業を含む。

（2）計画期間（令和７年度～令和26年度）（水道P2、下水P2）

ビジョン全体の計画期間は令和７年度を初年度として20年とし、「基本計

画」は、盛岡市総合計画に併せて10年ごとに見直しを行う。

また、「経営戦略」は、計画期間を20年とし、４年ごとに見直しを行うと

ともに、併せて現行料金等の妥当性の検討を行う。

【協議のポイント】

盛岡市上下水道ビジョン2045（案）で定める上下水道事業の課題の整理、

施策方針や計画期間中の目標設定、取組内容等は適切か。

２ ビジョンの位置付けと計画期間

（1）ビジョンの位置付け（水道P2、下水P2）

⚫ 「盛岡市水道ビジョン2045」及び「盛岡市下水道ビジョン2045」は、まち
づくりの基本となる指針を定めた「盛岡市総合計画」の部門計画であり、
整合を図るとともに、総務省が策定を要請している「経営戦略」として位
置付ける。

⚫ 本ビジョンは目指すべき将来像を示した「ビジョン（基本理念）」、その
将来像を具現化するための具体的な施策と実現方策を示した「基本計画」、
中長期で定める経営の基本計画である「経営戦略」で構成している。

⚫ 「盛岡市水道ビジョン2045」は、「第三次水道事業基本計画～もりおか水
道ビジョン～」を引き継ぎつつ、本市水道施設の整備に関する基本方針を
定めた「もりおか水道施設整備構想」を踏まえて、「盛岡市下水道ビジョ
ン2045」は、本市総合計画を上位計画としている「盛岡市都市計画マス
タープラン」を踏まえて、それぞれ策定したものである。

３ 今後のスケジュールについて

令和６年11月13日 第６回盛岡市上下水道事業経営審議会
11月22日 市議会全員協議会
12月 パブリックコメント

令和７年１月 庁議（パブリックコメント内容報告）
２月 第７回盛岡市上下水道事業経営審議会
３月 管理者決裁
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イ 盛岡市下水道ビジョン2045
【主な課題】

①普及状況（下水P6）
未普及地域・未水洗化の解消

②災害対策（下水P7）
災害に強い下水道施設の構築

③下水道施設（下水P8）
経年施設の計画的な更新・改良

④環境対策（下水P9）
再生可能エネルギーや省エネルギー機器の導入検討

⑤お客さまサービス（下水P9）
料金納付サービスの充実

⑥事業経営（下水P10～11）
負担の公平性と安定収入の確保に向けた料金制度の見直し

【基本理念と施策方針】（下水P13）
上記の課題を踏まえ、基本理念を実現するため、次の３つの施策の方

向性を定める。

４ ビジョンの内容

（1）基本理念と施策方針（ビジョン）

ア 盛岡市水道ビジョン2045
【主な課題】

①水需要（水道P4）
水需要が減少していく中での安定した料金収入の確保

②水質管理（水道P5～6）
水源の保全と水質リスクへの対応

③災害対策（水道P7）
災害に強い水道施設の構築

④水道施設（水道P8～9）
経年施設の計画的な更新・改良

⑤環境対策（水道P10）
再生可能エネルギーや省エネルギー機器の導入検討

⑥お客さまサービス（水道P10～11）
料金納付サービスの充実

⑦事業経営（水道P12～14）
負担の公平性と安定収入の確保に向けた料金制度の見直し

【基本理念と施策方針】（水道P16）
上記の課題を踏まえ、基本理念を実現するため、次の５つの施策方

針を定める。

環境対策
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イ 盛岡市下水道事業基本計画2025（下水P14～P28）

（2）施策の体系（基本計画）
施策方針に対する具体目標及び施策については、次のとおり。

ア 盛岡市水道事業基本計画2025（水道P17～P40）

※施策の体系の中で、施策方針の実現に向けて、特にも力を入れて
取り組むべき事業については、次頁の経営戦略の中で、実施のため
の財源を確保するとともに、経営の効率化や健全化を図り、安定し
た経営に取り組むこととしている。
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【投資・財政計画】（水道P53）
令和11年度に料金改定を実施し７億円増収、その後８年度ごとに７億円

増収を見込んで、収支計画を作成。収支計画の詳細は、次頁のとおり。

イ 盛岡市下水道事業経営戦略2025

【主な投資について】（下水P39）

【主な財源について】（下水P39～40）
①下水道使用料 令和７年４月から平均改定率24.7％の公共下水道使用料

の改定を実施する。
②企業債 施設の耐震化、老朽化に対応する事業費を見込むととも

に、国庫補助金等も適切に見込んだ上で、借入を行う。

【投資・財政計画】（下水P39、P47～48、P52～53）
令和７年度から公共下水道使用料を改定することにより毎年度10億円の

増収を見込んで、収支計画を作成。収支計画の詳細は、次頁のとおり。
また、農業集落排水施設使用料及び公設浄化槽使用料については、令和

６年度決算の状況を踏まえ、将来推計に基づき、令和７年度以降で使用料
に反映していく。

（3）経営の基本方針及び収支計画（経営戦略）（水道P41～、下水P29～）

「盛岡市水道ビジョン2045」及び「盛岡市下水道ビジョン2045」の基本
理念の実現に向けて、「盛岡市水道事業基本計画2025」及び「盛岡市下水
道事業基本計画2025」で定めた施策方針及び具体目標を継承する。その上
で、施策方針の実現に向けて、特にも力を入れて取り組むべき事業実施の
ための財源を確保するとともに、経営の効率化や健全化を図り、安定した
経営に取り組む。

ア 盛岡市水道事業経営戦略2025

【主な投資について】（水道P50）

【主な財源について】（水道P51、P53）
①水道料金 今後は有収水量の減少による料金収入の減少や大規模更新等

への対応などで、収益の減少が予想される。現行の料金体系
で試算すると、令和18年度から純損失が発生する見込みであ
り、料金改定の検討が必要と考えられる。

②企業債 令和７年度から起債の借入れを再開する。企業債の借入額は
年度毎の建設改良費から国庫補助金を除いた額の30％を見込
む。

①水道の施設整備等
の推進

Ａ 施設の老朽化を踏まえた水道施設の再構築

Ｂ 災害対策として、医療施設や福祉施設等の重要給水施設
への配水管の耐震化

Ｃ 経年管対策として、高級鋳鉄管(CIP)、硬質ポリ塩化ビニ
ル管(VP)の布設替え工事

②ＤＸの推進 Ａ 維持点検業務におけるドローンの活用

Ｂ 人工衛星画像による漏水解析

③中屋敷ポンプ場建
設

令和５年２月28日に浄水処理を停止した中屋敷浄水場をポン
プ場としてリニューアルし、耐震性を向上させるとともに、
近年頻発する豪雨災害に対する浸水対策を強化することによ
り、災害に強い施設を構築する

④米内浄水場の更新 昭和９年の稼働から90年以上経過した米内浄水場を更新する。

①耐震化・浸水対策
の推進

Ａ ポンプ場及び管渠の耐震化

Ｂ 浸水対策の推進

②旧中川原終末処理
場の解体・活用

平成25年４月１日から、市内全区域が岩手県北上川上流流域
下水道で処理されることとなったことから、計画的に解体を
行うとともに、今後の活用について検討していく。

③不明水対策 不明水は下水の処理費用の増大も招き、下水道経営への負担
にもつながることから、これまでの発生源を特定した修繕だ
けではなく、老朽化対策と組み合わせた効率的な取組を検討
し、不明水の増大を防ぐ。
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収支計画（下水道事業） ※計画期間R7～R26、ただし４年ごとの表示

＜収益的収支＞（下水P54）

＜資本的収支＞

収支計画（水道事業） ※計画期間R7～R26、ただし４年ごとの表示

＜収益的収支＞（水道P54）

＜資本的収支＞
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